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第2回 東名阪道渋滞対策検討ＷＧ 
 

渋滞対策（案） 

資料２ 



○上り線：主に平日休日の午後において、四日市IC付近のサグ部を先頭に渋滞が発生 
○下り線：主に休日の午前において、鈴鹿IC付近のサグ部を先頭に渋滞が発生 

渋滞の発生を抑制するためにボトルネック部の交通容量拡大が効果的 

東名阪道 交通集中箇所と要因 

■状況図 

■縦断勾配（％） 

■車線運用状況 
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下り線については、鈴鹿IC付近のサグ部を先頭に
平日休日の午前に速度低下が発生

上り線については、四日市IC付近を先頭に
平日休日の午後に速度低下が発生
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東名阪道 渋滞対策（案） 

上り線 

下り線 

暫定３車線区間 

暫定３車線区間 

中央分離帯の改良 

車線 車線 路肩 

中央分離帯の改良 

車線 車線 車線 路肩 
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 ○ 既存幅員の中で車線運用を見直し、交通容量を拡大。 
       ⇒ 上り線の四日市JCT～鈴鹿IC付近間（約１７ｋｍ）が３車線となることによる、渋滞の緩和を期待。 

■位置図 

■断面図（上り線） 
【現状】 【対策後】 

中央帯 中央帯 

３車線区間 延長：約９ｋｍ 

※渋滞が激しい上り線のうち、早期対策が 
   可能で効果のある区間において対策を実施 

車線運用の見直し 

対策延長：約８ｋｍ 

車線運用の見直し 

2 ※安全対策について調整が必要。 


